
9月5日(木)、沖縄産業支援センター(大ホール)にて令和６年度労働衛生管理推進大会を開催し、６6事業所１1２名が参加しま
した。
参加者全員で黙祷を捧げたあと、労働基準協会那覇支部仲西支部長のあいさつで開会し、
「県内事業場内における有所見率が12年連続の全国最下位から抜け出し、昨年より1.3ポイント
改善したものの全国ワースト２位であることにふれ、『健康経営』は企業と従業員の双方にとって
価値があり、企業の生産性と従業員の健康は密接に関連しており企業の生産性を向上させるた
めの重要な取り組みである。」と呼びかけました。

那覇労働基準監督署南隆功署長からは、「労働者の健康をめぐる状況は、高齢化の進行により、
一般健康診断の有所見率が上昇を続けているほか、何らかの疾病を抱えながら働いている労働者
が増加している。令和５年の有所見率は、前年から1.3ポイント減少の70.8％となり、全国ワースト2
位となりましたが、全国平均との格差は、依然として10ポイント以上ある。『沖縄労働局第１４次労
働災害防止計画』において、『働き盛り世代の健康づくり対策の推進』を目標としており、働き世代
の健康づくりのため、①産業医、衛生管理者、衛生推進者の選任等労働制管理体制の確立、②定

期健康診断の実施と有所見者に対す医師による意見聴取等（事後措置）の実施、③沖縄産業保健総合支援センターや地域産
業保健センターの利用等をお願いします。」旨の来賓あいさつがありました。
同監督署の佐喜真安全衛生課長からは、熱中症対策『自分でできる7つのこと』、健康診断
実施後の措置、新たな化学物質規制、転倒予防体操実施マニュアル等についての説明があり
ました。

特別講演では、サントリーフーズ沖縄株式会社の高江洲真巳氏より「健康と長寿社会への挑戦～
飲料で貢献するセルフケアと医療費削減～」と題し、健康茶と手軽に費用をかけずに従業員の健康
行動を促進する『健康経営サービス』の紹介、説明がありました。
建災防沖縄県支部南部分会安全指導者の呉屋雄斗氏を代
表に参加者全員で労働衛生週間スローガンの指差唱和を行い
ました。

「誰もが安心して健康に働ける快適職場を目指し、健康確保対策に積極的に取り組む」旨
の大会宣言が、陸災防沖縄県支部の潮平副支部長より読み上げられ採択されました。
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